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現時点における各取組状況および共有情報の位置付け等 一覧
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１．兵庫県域メディア連携協議会の
参加機関の取組
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〇姫路河川国道事務所職員がラジオ関西「谷五郎の笑って暮らそう」に出演
（2019年6月11日、18日）

2019年6月11日
収録のようす

⑥ 天気予報コーナー等での水害・土砂災害情報の平常時からの積極的解説
⑫ 天気予報コーナー等での地域における災害情報の平常時からの積極的解説

Ｂ：災害情報我がことプロジェクト
～災害情報のローカライズの促進と個人カスタマイズ化の実現～

Ａ：災害情報単純化プロジェクト
～災害情報の一元化・単純化による分かりやすさの追求～

○ 姫路河川国道事務所職員がラジオ関西の番組に出演し、浸水想定区域図の
解説やマイ防災マップ作成等の啓発を実施。

田名部真理さん

谷五郎さん

姫路河川国道事務所職員

浸水想定区域図を
見る谷さん 2019年6月18日

浸水想定区域図の紹介

番組HP： http://jocr.jp/tani/

トーク内容
５月に開催した加古川、揖保川の減災対策協議会を
振り返り
浸水想定区域図をホームページで公表していること、
浸水するようすを表現した模型を加古川大堰に展示
していることを紹介

トーク内容
「本格的な梅雨入り前に知っておくこと・備えておくこと」
というテーマで出演
普段から住んでいる土地の災害リスクを知った上で、
洪水が起きた場合の動き方を決めておくべきと発信
「マイ防災マップ」の作成を推奨



○ 出水時（発災直前）には、河川の増水状況や体制更新情報をリアルタイムに発信。

○ マイ・タイムライン、わがまちハザードマップ、川の防災情報等のサイトの簡単な概要、及びサイトへの二次元コードを広告し、
住民へ水害リスクや防災情報の取得方法を周知。

⑦㉙災害の切迫状況に応じたシームレスな情報提供
㉒新聞等の紙メディアとネットメディアの連携
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Ａ：災害情報単純化プロジェクト
～災害情報の一元化・単純化による分かりやすさの追求～

Ｅ：災害情報メディア連携プロジェクト
～災害情報の入手を容易にするためのメディア連携の促進～

〇全国地方新聞社連合会加盟各社による広告掲載 ２次元コードから「ハザードマップ」や「川の防災情報」等に誘導

〇出水時には、リアルタイムで情報を発信（注意喚起）

2019年8月15日
台風接近に伴う体制情報
（姫路河川国道事務所）

10月8日掲載（神戸新聞）

10月9日掲載（産経新聞）



○ (株) ジュピターテレコム(JCOM)と近畿地方整備局が協定を締結し、河川カメラの映像配信を開始。（令和２年）
○ (株) ベイ・コミュニケーションズと猪名川河川事務所等が協定を締結し、河川カメラのデジタル映像配信を開始。（令和２年）

⑧ 地域防災コラボチャンネルの普及促進
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専用チャンネルで河川カメラ映像を放送

＜（株）ベイ・コミュニケーションズ＞

Ｂ：災害情報我がことプロジェクト
～災害情報のローカライズの促進と個人カスタマイズ化の実現～

河川カメラの活用案

＜（株）ジュピターテレコム＞



○ 住民自らが避難するきっかけや地域の避難先・ルートなどを確認するとともに、地域としての確実な避難に繋げるためマイ・タ
イムラインの普及に取り組む。

○ マイ・タイムラインの普及のため、メディアによる広報等を今後積極的に実施する。

⑬ テレビ、ラジオ、ネットメディア等と連携した「マイ・タイムライン」の
普及促進
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※他2地区現在調整中

■メディア連携協議会・減災対策協議会構成員を
対象に「マイ・タイムライン講習会」を開催

○開催日時：9月25日(金) 14:30～16:30
【内容】
・マイ・タイムラン作成に当たっての講座
・マイ・タイムラインの作成
・マイ・タイムライン作成後の意見交換

マイタイムライン作成講座の様子

Ｂ：災害情報我がことプロジェクト
～災害情報のローカライズの促進と個人カスタマイズ化の実現～

■みんなで逃げよう（MiNi）ワークショップ
―「防災マップ」・「マイ・タイムライン」・「地域の約束」を作ろう！―

１．ワークショップのテーマ及び実施内容
○ワークショップは2回/地区実施
○対象は自治会役員や民生委員、地域住民

テーマ 実施内容

第1回 ・地域の災害
リスクの確認

・個人の避難
行動の検討

・地域の水害リスクの説明

・分散避難を考慮した安全な避難場所、避
難方法、避難ルート、危険個所の点検
・防災マップの作成

・マイ・タイムラインを用いた個人の避難行
動の検討

第2回 ・地域の避難
ルールの検討

・地域で避難を支援するにあたっての課題
の検討

・地域の支援行動の検討を行い、取りまと
め・共有

地区 実施内容

和歌山県橋本市 第１回12/19(土）
第2回1/16(土)

２．実施地域と日程

他事務所の取組事例



⑯ 河川監視カメラ画像の提供によるリアリティーのある災害情報の
積極的な配信
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河川監視カメラ映像閲覧回数（10月8～10日）

○ 近畿地方整備局河川部のYouTube公式アカウント「国土交通省近畿地方整備局水災害予報センター」において１６チャンネル
６６箇所で河川監視カメラ映像を配信。そのうち、兵庫県域では9箇所で配信を実施。

○ 平時のYouTube映像閲覧回数に比べ、出水時は閲覧回数が上昇。

Ｃ：災害リアリティー伝達プロジェクト
～画像情報の活用や専門家からの情報発信など

切迫感とリアリティーの追求～



㉓テレビ等のブロードキャストメディアからネットメディアへの誘導
㉔様々なメディアでの行政機関の災害情報サイトの活用
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○ 気象キャスターによる「川の防災情報」の紹介および活用方法などの解説し、YouTubeで公開。

Ｅ：災害情報メディア連携プロジェクト
～災害情報の入手を容易にするためのメディア連携の促進～

YouTube ：
https://www.youtube.com/watch?v=PRpjtif9PFU&list=PLAaaq2rozuzkcL4WXbALBuq1flWgyNOqV&index=19

「身を守るために自ら確認を！『国土交通省ＨＰ』水害・土砂災害情報の確認方法を動画で解説」

〇毎日放送「川の防災情報」の解説

「川の防災情報”気象”×”水害・土砂災害”情報マルチモニタ」
について紹介

スマートフォンでも閲覧可能であると周知
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○ 各事務所の公式Twitterアカウントから、平時からもマイ・タイムライン講座の宣伝や、災害復旧支援のためのTEC-FORCE
派遣についてツイート。出水時はリアルタイムに防災情報を発信し、住民に避難行動を促す（行動のきっかけを提供）。

○ 豊岡河川国道事務所では平成16年台風23号のメモリアル事業の一環として防災学習会の様子をYouTube公式アカウントを通
じて広く配信

Ｅ：災害情報メディア連携プロジェクト
～災害情報の入手を容易にするためのメディア連携の促進～

マイ・タイムライン講座の宣伝
9月7日（姫路河川国道事務所より）

防災気象情報
7月13日（気象庁より）

災害復旧支援
8月5日（豊岡河川国道事務所より）

逃げなきゃコールを周知
9月28日（整備局より）

㉖行政機関によるSNS公式アカウントを通じた情報発信の強化
㉘SNS等での防災情報発信及びリツイート

防災学習会のYouTubeによる配信
10月7日（豊岡河川国道事務所より）
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○ 近畿管内の河川事務所において、地域メディア連携協議会及び意見交換会等を開催。

Ｅ：災害情報メディア連携プロジェクト
～災害情報の入手を容易にするためのメディア連携の促進～

近畿管内におけるメディア連携協議会の開催一覧〇兵庫県域メディア連携協議会を発足（令和2年7月）

第1回兵庫県域メディア連携
協議会の様子

㉚地方におけるメディア連携協議会の設置
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２．近畿地方整備局管内
における取組（情報提供）



○ 気象キャスターによる「川の防災情報」の紹介および活用方法などの解説。
○ 近畿地方メディア連携協議会において、共同勉強会（基礎編）を開催。

⑤ 災害情報（水害・土砂災害）用語・表現改善点検会議の実施
⑫ 天気予報コーナー等での地域における災害情報の平常時からの積極的解説
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Ｂ：災害情報我がことプロジェクト
～災害情報のローカライズの促進と個人カスタマイズ化の実現～

Ａ：災害情報単純化プロジェクト
～災害情報の一元化・単純化による分かりやすさの追求～

〇関西テレビ放送気象キャスターによる「川の防災情報」の解説

YouTube ： https://www.ktv.jp/news/feature/20200715/
『国土交通省の防災ポータルサイト・川の防災情報の使い方』

〇関西テレビ放送地域における防災情報の積極的解説
流域治水「上野遊水地（木津川上流）」

〇参画機関を対象に水害情報・気象情報等について意見交換
を実施（令和２年7月末）
〇治水対策の考え方、河川に関する用語について紹介



○ 九頭竜ダム及び真名川ダム下流水害リスク図を公表（令和２年８月）。

○ 天ヶ瀬ダムでは、ダム及びダム下流河川の状況（ダム放流・流入量、貯水位、下流河川水位、ＣＣＴＶ画像）を分かりやすく情
報発信するため、ホームページをリニューアル（令和２年５月）。

⑩ ダム下流部のリスク情報の共有
⑪ ダムの状況に関する分かりやすい情報提供
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○ 九頭竜川ダム統合管理事務所ＨＰより
https://www.kkr.mlit.go.jp/kuzuryu/sui_risk/index.php

○ 淀川ダム統合管理事務所ＨＰをリニューアル
https://www-1.kkr.mlit.go.jp/yodoto/index.php

Ｂ：災害情報我がことプロジェクト
～災害情報のローカライズの促進と個人カスタマイズ化の実現～



⑮ スマホアプリ等の活用促進に向けた災害情報コンテンツの
連携強化
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Ｂ：災害情報我がことプロジェクト
～災害情報のローカライズの促進と個人カスタマイズ化の実現～

○ 個人にとって必要な情報を容易に取得できるツールとして、マイ水害リスク（試行版：大阪府域版）を構築（令和２年１１月）。



⑱ 水害・土砂災害情報を適切に伝えるため専門家による解説を充実
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○ ＮＨＫ大阪放送局や関西テレビ、読売テレビと連携して、Web会議ｼｽﾃﾑを活用した中継訓練を実施（専門家による解説）。
○ 読売テレビでは、防災情報コンテンツを活用した報道訓練を実施。

Ｃ：災害リアリティー伝達プロジェクト
～画像情報の活用や専門家からの情報発信など

切迫感とリアリティーの追求～

〇読売テレビにおける災害シミュレーション報道訓練〇NHK大阪放送局とのZoom を用いた中継訓練
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３．参加各機関の取組



姫路河川国道事務所の取組①
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⑥天気予報コーナー等での水害・土砂災害情報の平常時からの積極的解説
⑫天気予報コーナー等での地域における災害情報の平常時からの積極的解説
○ 姫路河川国道事務所職員がラジオ関西の番組に出演し、浸水想定区域図の解説やマイ防災マップ作成等の啓発を実施。

田名部真理さん

谷五郎さん

姫路河川国道事務所職員

〇職員がラジオ関西「谷五郎の笑って暮らそう」に出演
◯日時：令和元年６月１１日・１８日（火）１２：０９～１２：１６
◯場所：ラジオ関西 本社
◯番組：谷五郎の笑って暮らそう
◯出演：パーソナリティ 谷五郎、田名部真理

姫路河川国道事務所調査課 小野技官

収録のようす（６月１１日）

トーク内容（６月１１日）
住民が「自らの命は自らで守る」意識の構築を図るため、５月に開催した
加古川・揖保川減災対策協議会の開催内容を紹介
Q．河川が氾濫したらどこが浸水するといったマップはどこから見ること
ができるのか

A．ホームページで公表している。実際に浸水する状況を見ていただける
マイクロモデルという模型を加古川大堰に展示している。

浸水想定区域図を
見る谷さん

収録のようす（６月１８日）

トーク内容（６月１８日）
「本格的な梅雨入り前に知っておくこと・備えておくこと」について紹介
Q．梅雨シーズンに向け、普段からどのようなことに注意すればよいか。
A．お住まいの土地の水害リスクを知ること。姫路河川国道事務所では、
加古川と揖保川について「浸水想定区域図」を作成し、公表している。

Q．災害リスクを知ったその次はどうすればよいか。
A．洪水が起きた場合の動き方を決めるとよい。事務所では「マイ防災
マップ」の作成を推奨している。いつ、どこで、どういう経路で避難
するかを地図で示したもの。自治会や町内会の活動として、話し合い
ながら作成することで、意識向上や地域コミュニティの強化に繋がる
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姫路河川国道事務所の取組②

○参加者：一般市民 計３８名

〇内容：加古川市総合防災マップの説明、マイ・タイムライン作成

⑬テレビ、ラジオ、ネットメディア等と連携した「マイ・タイムライン」の普及促進
○マイ・タイムラインは住民一人ひとりのタイムラインであり、台風の接近等によって河川の水位が上昇する時に、自分自身がとる
標準的な防災行動を時系列的に整理し、とりまとめるもの。
○時間的な制約が厳しい洪水発生時に、行動のチェックリストとして、また避難判断のサポートツールとして活用されることで、「逃
げ遅れゼロ」に向けた効果が期待されている。
○一般財団法人 河川情報センターを講師とし、兵庫県域メディア連携協議会構成員・減災対策協議会構成員を対象に「マイ・タ
イムライン講座」を開催。

〇兵庫県域メディア連携協議会、加古川・揖保川減災対策協議会の
構成員を対象に「マイ・タイムライン講座」を開催

〇一般市民向けにも講習会を開催

◯日 時：令和２年９月２５日（金）１４：３０～１６：３０
◯場 所：姫路市市民会館３F 第２会議室（中ホール）
○参 加 者 ：加古川市・高砂市・小野市・加東市

姫路市・たつの市・宍粟市・太子町
(株)神戸新聞社・姫路ケーブルテレビ(株) 計１３名

河川情報センター
の説明

コロナウイルス感染症対策を講じ
スクール形式で講座を実施

マイ・タイムライン作成のようす マイ・タイムライン作成報告のようす



猪名川河川事務所の取組

20

⑧地域防災コラボチャンネルの普及促進
○ (株) ジュピターテレコム(JCOM)と近畿地方整備局が協定を締結し、河川カメラの映像配信を開始。（令和２年）
○ (株) ベイ・コミュニケーションズと猪名川河川事務所等が協定を締結し、河川カメラのデジタル映像配信を開始。（令和２年）
○ ケーブルテレビは、平常時や台風など大雨時のニュース番組、スマホ用アプリで河川カメラの映像を使用。

例：JCOM 例：JCOM

河川カメラ（CCTV）の活用案 テレビ、スマートフォンで視聴可能な番組配信



豊岡河川国道事務所の取組
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㉖行政機関によるＳＮＳ公式アカウントを通じた情報発信の強化
○平成１６年１０月２０日の１８時頃、近畿地方に上陸した台風２３号は、円山川流域に豪雨をもたらし、壊滅的な被害が発生した。
○この平成16年台風23号を受けたメモリアル事業として、過去の水害を振り返り、教訓を次世代につなげる防災学習会が2020年
10月7日に開催された。2013年から開始され、今年度で8回目を迎える。
○今年度初めて、FMジャングルで番組を持つフリーアナウンサーが防災学習会の司会進行を務めた。
○この様子は会場聴講に加え、YouTubeの公式アカウントを通じて広く配信し、防災に関する情報発信の強化に努めた。

YouTube ：
https://www.youtube.com/watch?v=GEpgVeq1hMA

防災学習会の会場のようす（Youtube配信動画より）

〇Youtubeのライブ配信を実施〇豊岡河川国道事務所が共催で防災学習会を実施

Youtubeのライブ配信を通して、
市内のサテライト会場や家庭での視聴に対応 （Youtube配信動画）
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㉔様々なメディアでの行政機関の災害情報サイトの活用
○国土交通省がインターネット上のホームページで公開している『川の防災情報“気象”×“水害・土砂災害”情報マルチモニタ』で
の様々な情報の見方について、気象予報士で防災士でもある前田智宏氏が解説。

〇毎日放送「川の防災情報」の解説

「川の防災情報”気象”×”水害・土砂災害”情報マルチモニタ」について紹介 大雨警報（土砂災害）の危険度分布の見方や凡例について紹介

平常時と水位が上昇している際の河川監視カメラ映像について紹介 スマートフォンでも閲覧可能であると周知
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㉕災害情報のＳＮＳへの発信力の強化
○毎日放送の公式YouTubeチャンネルでは、テレビ番組の気象コーナーよりも詳細な解説を行うお天気通信、「気象予報士がテレ
ビより少～し長く解説します！」を公開している。

〇MBS NEWS 公式YouTubeチャンネル 「お天気通信」

【緊急解説】台風接近中『進路図やデータの見方』を知って十分な備えを！気象予
報士がテレビより少～し長く解説します！（2020年9月4日）

https://www.youtube.com/watch?v=2YDPfgEsXUQ&list=PLAaaq2rozuzkcL4WXbALBuq1flW
gyNOqV&index=11

【解説】「台風１４号」近畿地方に接近 １０月の台風は過去に大きな被害も
気象予報士がテレビより少～し長く解説します！（2020年10月8日）

https://www.youtube.com/watch?v=QXxaZW3q8Ts&list=PLAaaq2rozuzkcL4WXbALBuq1flWgyNOqV&index=6

【解説】『JPCZ=日本海寒帯気団収束帯』ってナンデスカ!?“大雪の原因”に
ついて気象予報士がテレビより少～し長く解説します！（2020年12月4日）

https://www.youtube.com/watch?v=94SXaPdEjW0&t=123s


